
授業科目名 担当講師名 対象学年 

精神看護学概論 濵田 秀子 ２年次 

授業形態 単位（時間） 教室等 学期 曜日 時限 

講義・GW １（３０） 2 年生教室 前期 不定期 不定期 

実務経験 本科目は、看護師として実務経験のある教員による講義。 

学修内容 心的装置、対人関係、コンサルテーション、精神保健医療福祉の法制度・歴史 

到達目標 
精神看護学の位置づけと精神看護の目的、対象、看護の役割について理解する。

また、対象に応じた心の健康の保持・増進への看護の重要性と方法について 
学ぶ。 

授業計画  

№ 授 業 内 容 

１ 精神に障害のある人の理解 ～「幻聴妄想かるた」を使った GW 

２ DVD：『精神』（ドキュメンタリー）（前半）精神科診療所の外来患者 

３ DVD：『精神』（後半） （135 分＋インタビュー） 

４ １）心のケアと現代社会 ２）精神看護学の目的・意義・看護師の役割 

５ 
DVD：脳と心『果てしなき脳宇宙～無意識と創造性』 

～心の理解/無意識の理解 （59 分）    【感想文】 

６ 精神医療の歴史的変遷 

７ 精神保健医療福祉の法制度～精神保健福祉法・障害者総合支援法 

８ １）精神発達の考え方 DVD:脳と心『人はなぜ愛するか』 ～感情（59 分） 

９ １）心の危機とストレス ２）心のしくみと人格の発達・自我の防衛機制  

１０ 思考・知覚の障害・認知行動療法 DVD:『統合失調症』 （53 分） 

１１ 緊急事態に対処する≪自殺・無断離院≫ ～看護・スタッフのサポート 

１２ DVD：『シャイン』（前半）～心の病/家族間の愛情/心の葛藤 

１３ DVD：『シャイン』（後半） （115 分）          【感想文】 

１４ 
１）看護師のイメージとは？/そのイメージに対する思い（GW） 
２）看護における感情労働と看護師のメンタルヘルス・リエゾン精神看護 

１５ 振り返り/終講試験 

履修上の要件 
心理学において、人間の心理や行動について学び、自己・他者理解の基礎 
を理解していることが望ましい。 

テキスト、教材、 
参考書 

系統看護学講座専門Ⅱ 精神看護の基礎① 精神看護の展開② 医学書院 
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成績評価の方法 筆記試験 

備考  

 


